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■司　　   会　SAA　北澤　正浩
■開会点鐘　会長　田川　富男
■斉唱　手に手つないで
■出席報告

■本日の欠席者　
日向、中谷、二宮、宋
■他クラブ出席者　五十嵐（横浜瀬谷 RC）
■会長報告　　　　　　　　　　　田川　富男
　１月 18 日 18 時より新横ソシアにて 2590
地区第５グループ合同交流会が開催されまし
た。以前には、ガバナー補佐が主催していた
IM（インターシティー・ミーティング）が実
施されましたが、今回は合同交流の意味合いか
ら５G の親睦を深めることが目的として、会食
で各テーブルは別々のクラブメンバーにするな
ど、佐々部ガバナー補佐の成功配慮が感じる交
流会でした。
　本日はクラブ協議会となります。よろしくお
願いいたします。
■チャリティーコンサート部会　　新川　　尚
　今週１月 28 日㈰　旭公会堂にて第 11 回の
チャリティーコンサートを開催致します。
　当日は午後２時集合、お手伝いをお願いしま
す。

　また協賛金、お一人５千円以上のご協力をお
願いします。
■ニコニコ BOX
田川　富男／①クラブ協議会よろしくお願いし
ます。②地区第５グループ合同交流会に参加し
ました。
岡田　　　隆／本日のクラブ協議会よろしくお
願いします。
北澤　正浩／本日のクラブ協議会よろしくお願
いします。
安藤　公一／本日のクラブ協議会よろしくお願
いします。
佐藤　利明／能登半島震災の被災者の方々にお
見舞い申し上げます。
佐藤　　　勉／本日はよろしくお願いします。
■クラブ協議会　　　　　　　　　田川　富男
　本日はクラブ協議会を開催します。ですが、
各委員会の活動も実行されていない委員会も以
前に比べて多く有ります。その原因はコロナウ
イルス感染に影響されているとも考えられます
が、同時に CLP（クラブ・リーダーシップ・プ
ラン）を実施した事と重なり合って各委員会の
活動が不明確となりました。
※ CLP（クラブ・リーダーシップ・プラン）の
変革内容
　平成時代では各委員会では委員長がリーダー
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シップを取り活動をしていました。弊害として
は委員長だけが委員会活動を実行していた委員
会が多かった。
　令和となり、CLP を開始しました。初期の時
期は暫定対応で委員会活動をしていました。
　各委員会には直接的な委員長ではなく、副委
員長がリーダーとして活動、委員も各委員会の
メンバーとして活動する事になりました。
　委員長はクラブ管理運営・奉仕プロジェクト
として各委員会をまとめる委員長となりまし
た。
▶会場監督／会場監督（S.A.A）担当の北澤です。
副 S.A.A として佐藤真吾さんの編成で運営して
おります。
　例会場の変更により、当初は会場設営につい
てマイク手配等の多少の問題が発生しました
が、皆様のご協力により、現在は問題なく運営
させていただいております。
　今後の課題として Web 参加者用の Zoom に
ついて、設定に複雑な手順が必要な為、管理が
特定の者だけしかできない状況を今後、システ
ムの簡素化を図り、管理者を増やすことをして
まいります。
　コロナ禍で変化した例会を以前のような活気
あるものにするよう今後も努力してまいりま
す。引き続き、皆様のご協力をお願いいたしま
す。
▶クラブ管理運営委員会／市川　慎二
　クラブ活動計画書には新しい活動を模索しま
すとありますが、以前お越し頂いたアクション
ポート横浜に、昨年末に田川会長・佐藤勉会員
と私でご挨拶に行って参りました。その際会長
より何か出来る事がございましたらお申し出く
ださいと伝えてくださいました。そこで新しい
活動がありましたらご連絡させて頂きます。
▶親睦委員会
　親睦活動につきましては、計画書のクリスマ
ス家族親睦会まで進めてきております。残りは
チャリティーコンサートと他クラブとの親睦会
につき、以前岩沼 RC から以前合同親睦会のお

話がありましたが、急すぎたため中止となりま
した。そこで事前に確認をとり実施したいとい
うことで、時期が大雑把ですが、ゴールデンウ
イークの前か後のどちらが皆さんご都合よろし
いでしょうかという事で岩沼さんからお話をい
ただいておりまので、これから回覧しますので、
ご都合をお書きください。
▶プログラム委員会／北澤　正浩
　卓話予定者の変更が多く、皆様のご協力によ
り臨機応変に対応はできています。今後も突然
の変更で急な卓話依頼もあるかもしれません
が、引き続きご協力をお願いいたします。
▶会員増強委員会／五十嵐　正
会員増強・体験例会へのお願い
　先週ご案内しましたが、今一度のお願いです。
①　３月６日㈬。この日は入会候補者又はロー
タリーの活動に関心がある方、１名以上の同伴
をお願いします。
　参加費は候補者一人 5,000 円
　他クラブ会員で参加希望者は一人 8,000 円
②　都合上２月 20 日㈫迄に参加者確定して下
さい。会場は 80名が上限です。
③　日時は３月６日㈬　午後７時より
　　場所はローズホテル横浜（中華街）
　　8,000 円のコース料理（飲み放題）
④　この日の卓話は、防災先進国イタリアの仕
組みにつき、避難所・避難生活学会の理事水谷
善浩様をお招きし、卓話をお願いします。水谷
様はこれまで十回以上イタリアを訪問し、イタ
リアの避難所の仕組みを研究されており、ご自
身の会社 J パックス㈱では、避難所の段ボール
ベッド等の製作を手がけておられます。
　この機会に、身の回りの入会候補者を今一度
探して一人でも多くの新人発掘にご協力をお願
いします。
▶公共イメージ／田川　富男
　公共イメージは会員増強と近いものがありま
す。一般の方にロータリークラブを広報する意
味合いがあります。今回の体験例会に増強は出
来なくても一般の方にロータリーを知る機会で
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るあり、是非気楽にお声掛け頂ければと思いま
す。あとロータリーの友誌を会員の方に、順次
紹介して頂いております。
▶奉仕プロジェクト／新川　　尚
▶職業奉仕／新川　　尚
　職業奉仕では、かけはしの活動支援を継続し
て行っておりますが、あとの２つの事業はこれ
から頑張っていきたいと思っております。
▶青少年奉仕／増田嘉一郎
　1 番目のガールスカウトの活動はこれからで
す。２番目の旭高校の運営委員には参加してお
ります。また、学校側は地域との連携を求めて
いるので、今年度は無理ですが、チャリティー
コンサート参加に関心があるようです。３番目
のインターアクトに関しては、学校側からの回
答待ちの状態が続いております。この学校は県
立高校改革の計画が進められており準備に忙し
ようです。県立旭高校と県立旭陵高校の統合が
予定されており、多忙かと思われますが、学校
側は地域との連携を求めております。（補足・
新川）この件につき、看護学校の副校長から連
絡があり、今看護科が普通科に移行する準備に
追われており、あと１～２年待って欲しい旨連
絡がありました。
▶社会奉仕活動委員会／副委員長　安藤　公一
・旭ふれあい区民まつり（10 月下旬）への参加
　　⇒ 10 月 15 日開催。今年は物販・飲食禁
止区域の一般団体のエリアに出店。
　災害対策関連のパネルを展示。「てんでんこ」
配布。当クラブを訪れた日向さんを新会員とし
て獲得
・チャリティーコンサート（1 月下旬）への協
力　⇒　1/28 開催予定
・地域社会への貢献を目的とする他団体との共
働・連携の模索
　⇒　二俣川商店会主催の「フォルテ祭」10
月 8 日に初参加。NGO Act for Child に出店し
て頂きフェアトレード品（タイ・ミャンマー国
境の少数民族の作った工芸品）を販売。
・旭区開催イベントへの支援・協力（行政との

連携強化）
　⇒　9 月 3 日の例会に権藤旭区長にご来訪頂
き、旭区の現状の卓話を頂いた。
▶ R 財団／岡田　　隆
　１月現在で総計で 39 万３千円（内ポリオが
7万１千円）です。
▶米山記念奨学会／佐藤　利明
　現在特別寄付２４万円です。
▶災害対策委員会／安藤　公一
１．地域業助ネットワーク構築
　⇒　社協からのリアクション待ち
２．地域在住の防災対策の他団体との協力体制
構築に向けてのパートナー探し。専門性、目的、
考え方のすり合わせができる団体の発掘と交
渉。
⇒　未だ発掘できていない
３．災害体験施設への訪問。
例）横浜市民防災センター、東京臨海っ広域防
災公園等
⇒　未実現
4)　岩沼 RC との連携強化、定期的に相互に訪
問し意見交換
　⇒　3 月 6 日の合同体験例会時に岩沼 RC の
渡辺氏来訪。今後計画予定中の合同旅行にかけ
て進めてゆく
5)　災害発生時の連絡網、連絡方法の確立（個
人情報に留意しながら）
　⇒　下半期の課題として取り組んでいく。
▶会計／安藤　公一
　収入は、ほぼ予算通り、ニコニコは 1 月段階
でほぼ 1年分を達成し順調。
　支出は、①例会費が昼食代が発生しないこと
より、大幅な圧縮となっている。
②奉仕プロジェクト関係での予算消化が遅れて
いる。
　現状を鑑みると対予算比で100万円前後の余
剰発生が見込まれる。
※来期からの例会について考える（出来る事は
今期から）（アンケート数字的結果）
質問 1　 月 3回の例会で良いか
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A―今の 3回（8名）　　 B―月に 2回（1名）
C―元に戻して 4回（4名）
質問 2 　現在の例会所で良いか（二俣川コミュ
ニティサロン）
A―現在の場所（5名） 　B―別の場所（2名）
C―どこでも良い（7名）
質問 3 　例会時の食事提供は必要か（クラブ負
担は別として）
A―各自で食事（5名）　B―指定の店（1名） 
C―例会場で食事希望 (7 名）
質問 4 　夜間例会に参加出来るか（例会場の変
更にて）
A―月 1回なら（8名） 　B―毎回（4名）
C―夜間は不可（1名）
質問 5 　例会開始の時間は今のままで良いか
A―今の時間（9名）　　B―今より早く（1名）
C―今より遅く（2名）
質問 6　 例会の問題点
A―なし（5名）　B―あり（6名）
＊ご意見を頂きました
: 例会場と食事の問題が一番重要だと思います。

： SAA の北澤さんの負担が多すぎる。
： 質問 1と 3。
： 同業者の出席を認めて欲しい。
： 参加出席人数が少ないため、マンメリ化している。
： なるべく多くの皆さんが参加できる方法を考
    えて頂きたい。
▶アンケートの結果を考える。
質問 1 　A= 8 名
当分は現在の月に 3固を実施する。
質問 2　 C= 7 名
現在のユミュニティサロンには問題点が多いと
思います。
質問 3　 C= 7 名
やはり食事しながらの例会が良い。
質問 4 　A= 8 名
月に 1回の夜間例会も必要だと考えられる。
質問 5　 A= 9 名
時間的には現在のままでOKとのことです。
質問 6　 B= 6 名
■次週卓話
２／ 14　古川なおき様（衆議院議員）
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－出席規定免除－

安　藤　公　一

福　村　　　正

日 向 　 　 彰

市　川　慎　二

五 十 嵐 　　 正

北　澤　正　浩

草 柳 孝 広

増　田　嘉 一 郎

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

佐 　 藤 　 　 勉

関 口 大 樹

目 黒 惠 一

宋                    謹      衣

田　川　富　男           


